




１.設計緒元

1） 処理方式 ： 建設省告示第１２９２号第１第一号　分離接触ばっ気方式

2） 型式名称 ： 琉設小型合併処理浄化槽　ＲＳ－Ｔ２３ＫＤ３０型

3） 処理対象人員 ： Ｎ ＝ ３０　人

4） 日平均汚水量 ： Ｑ（ｑ×Ｎ） ＝ ６．０００　㎥／日

5） 流入ＢＯＤ値 ： Ｃｏ ＝ ２００　ｍｇ／Ｌ

6） 流入ＢＯＤ量 ： Ｇｏ（Ｃｏ×Ｑ） ＝ １．２００　ｋｇ／日

7） 一人一日当たりの汚水量 ： ｑ ＝ ２００　Ｌ／人・日

8） 放流ＢＯＤ値 ： ２０　ｍｇ／Ｌ

9） ＢＯＤ除去率 ： ９０　％

２．各槽必要容量の算定

1） 沈殿分離槽 Ｖ ＝ ＋ × （ － ）
＝ ＋ × （ － ） ＝ ㎥

2） 接触ばっ気槽 Ｖ ＝ ＋ × （ － ）
＝ ＋ × （ － ） ＝ ㎥

3） 沈殿槽 Ｖ ＝ ＋ × （ － ）
＝ ＋ × （ － ） ＝ ㎥

4） 消毒槽 Ｖ ＝ × ／ × ／
＝ × ／ × ／ ＝ ㎥

３．各槽設計容量の算定

1-1） 沈殿分離槽（第一室） Ｖ１ ＝ ( × ) ＋
＝ ( × ) ＋ ＝ ㎥

1-2） 沈殿分離槽（第二室） Ｖ２ ＝ ×
＝ × ＝ ㎥

Ｖ ＝ ＋
＝ ＋ ＝ ㎥ ≧ ㎥ …ＯＫ

第一室の占める割合：Ｖ１／（Ｖ１＋Ｖ２）×100 ＝ ％

2） 接触ばっ気槽 Ｖ ＝ ×
＝ × ＝ ㎥≧ ㎥ …ＯＫ

接触材 Ｖ ＝ ×
＝ × ＝ ㎥

接触材充填率： ／ × ＝ ％

3） 沈殿槽 Ｖ ＝ 0.5220 ＋ 0.6365 ＋ 0.4190 － （ 0.066 ＋ 0.008 ）
＝ 1.504 ㎥ ≧ 1.500 ㎥　　…ＯＫ

4） 消毒槽 Ｖ ＝ 0.55 ／ 3 × （ 0.1373 ＋ 0.1035 ＋ √（ 0.0373 × 0.1035 ））
＝ 0.066 ㎥ ≧ 0.063 ㎥　　…ＯＫ

合併処理設計計算書
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